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日
が
暮
れ
る
の
が
早
い
こ
の

時
期
に
は
、
交
通
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
夕

暮
れ
時
は
、
1
日
の
中
で
も
歩

行
者
が
死
亡
す
る
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
危
険
な
時
間
帯

で
す
。

　

今
回
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、
歩
行
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
な
ど
が
注
意
す
べ
き
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
1
年
を
事
故
な
く
過
ご

す
た
め
に
、
改
め
て
交
通
ル
ー

ル
や
自
分
の
普
段
の
行
動
を
振

り
返
り
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

守守ろろうう。。
交通ルール交通ルールとと大大切切なな命命
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加

　

高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
当
事

者
と
な
る
交
通
事
故
は
全
国
で
後
を
絶
た
ず
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
更
新

75
す
る
際
に
は
、「
認
知
機
能
検
査
」
と
「
高
齢
者

講
習
会
」
を
受
け
、
運
転
に
問
題
が
な
い
か
を

確
認
し
ま
す
。

　

免
許
更
新
時
だ
け
で
な
く
、
運
転
に
つ
い
て

不
安
な
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
に

は
、
認
知
機
能
の
検
査
を
受
け
た
り
、
免
許
返

納
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
り
す
る
こ
と
も
選
択

肢
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
ず
は
、
家
族
や
友
人
な

ど
、
周
り
の
人
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
は
誰
が
優
先
？

　

横
断
歩
道
は
、
歩
行
者
が
安
全
に
横
断
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
歩
行
者
が
い
る
、
ま

た
は
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合

は
、
横
断
歩
道
の
前
で
一
時
停
止
し
、
歩
行
者

を
優
先
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
明

ら
か
に
歩
行
者
が
い
な
い
場
合
を
除
い
て
は
、

横
断
歩
道
の
直
前
で
停
止
で
き
る
よ
う
に
、
手

前
で
減
速
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
横
断
歩
道
で
歩
行
者
が
犠
牲
と
な

る
交
通
事
故
は
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
夕
暮
れ

時
の
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
自
動
車
と

歩
行
者
の
死
亡
事
故
の
原
因
は
、
自
動
車
側
の

横
断
歩
道
手
前
で
の
減
速
が
不
十
分
だ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
ら
、
横
断
歩
道
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
横
断
す
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
注
意
す
る
と
と
も
に
、
横

断
歩
道
な
ど
の
手
前
で
停
止
で
き
る
よ
う
に
、

速
度
を
落
と
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

グラフ　　時間帯別の死亡事故件数（平成28年～令和　年合計）1 2
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題
と
な
っ
た
P
R
動
画
の
作
製
を
は
じ
め
と
す

る
積
極
的
な
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
2
年
に
行
わ
れ
た
同
調
査

で
は
、
本
県
の
停
止
率
が
向
上
し
、
全
国
で　
22

位
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
平
均
に
は

達
し
て
い
な
い
た
め
、
ま
だ
ま
だ
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
が
必
要
で
す
。

写真　　ダイヤマーク1

知
っ
て
い
ま
す
か
？「
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
」

　

ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
（
写
真
1
）
は
、
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
ま
た
は
自
転
車
横
断
帯
が
あ
る
こ

と
を
示
す
道
路
標
示
で
、
横
断
歩
道
な
ど
の
手

前　

〜　

m
の
路
面
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

30

50

「
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
栃
木
県
」

か
ら
の
脱
却
を
！

　

平
成　

年
に
J
A
F
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

30

と
、
栃
木
県
は
、
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
、

自
動
車
が
歩
行
者
を
優
先
さ
せ
て
一
時
停
止
し

た
割
合
が
全
国
で
最
も
低
い
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
県
警
本
部
や
県
交
通
安
全
協

会
で
は
、「
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
栃
木
県
」
か
ら

の
脱
却
を
目
指
し
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
話

時
だ
よ
！
全
員
点
灯
！

16
　

県
で
は
、
令
和
3
年　

月
1
日
か
ら
2
月　

10

28

日
ま
で「　

時
だ
よ
！
全
員
点
灯
！
」を
キ
ャ
ッ

16

チ
フ
レ
ー
ズ
に
自
動
車
の
ラ
イ
ト
（
前
照
灯
）
の

早
め
点
灯
を
推
奨
す
る
「
ラ
イ
ト
4
（
フ
ォ
ー
）

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
た

め
、
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
没
の
時
間
が
早
ま
る
秋

か
ら
冬
の
時
間
帯
は
特
に
、
暗
く
な
る
前
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
で
歩
行
者
や
自
転
車
を

本
市
の
交
通
事
故
発
生
数
の
推
移

　

令
和
3
年
1
月
1
日
〜　

月　

日
に
市
内
で

11

30

発
生
し
た
人
身
事
故
は　

件
、
物
件
事
故
は
3

28

3
8
件
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
、
事
故
発
生

件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
身
事
故
の
う
ち
、
8
月
5
日
昭

に
大
沢
地

内
で
発
生
し
た
1
件
は
、
高
齢
女
性
が
死
亡
す

る
事
故
と
な
り
、
そ
の
他
の
事
故
で
も
、
重
傷

を
負
っ
た
人
が
5
人
い
る
な
ど
、
命
に
関
わ
る

重
大
な
も
の
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

市
に
お
け
る
人
身
事
故
の
う
ち
、
高
齢
者
が
関

係
す
る
も
の
は
、
全
体　

件
中　

件
で
、
約
6

28

17

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
が
多
い
時
間
帯
は
？

　

事
故
が
多
い
時
間
帯
は
、
午
後
5
時
か
ら
7

時
の
間
と
言
わ
れ
て
い
て
、
特
に
日
没
後
の
1

時
間
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

1
）。
季
節
や
地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の

の
、
夕
暮
れ
時
が
最
も
交
通
事
故
の
危
険
性
が

高
い
と
い
え
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
が
危
険
で
あ
る
理
由
は
、
周
囲
の

視
界
が
少
し
ず
つ
悪
く
な
る
こ
と
で
、
自
動
車

や
自
転
車
、
歩
行
者
な
ど
の
発
見
が
お
互
い
に

遅
れ
た
り
、
距
離
や
速
度
が
分
か
り
に
く
く

な
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
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早
期
発
見
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
車
の
存
在

を
他
の
歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
速
度
に
対
す

る
感
覚
が
鈍
っ
た
り
、
帰
路
を
急
い
だ
り
し
て

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が
ち
で
す
。
夜
間
は
昼
間
よ

り
も
速
度
を
抑
え
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
の
交

通
の
状
況
に
一
層
注
意
し
て
慎
重
な
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

夜
間
は
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
で

　

自
動
車
の
ラ
イ
ト
を
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
上
向
き
）

に
す
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
ロ
ー
ビ
ー
ム
（
下
向

き
）の
と
き
と
比
べ
て
、
光
が
遠
く
ま
で
届
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
歩
行
者
や
自
転

車
を
遠
く
か
ら
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
夜

間
は
、
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
、絶
対

　

飲
酒
を
し
た
状
態
で
自
動
車
を
運
転
す
る

と
、
動
体
視
力
や
判
断
力
が
低
下
し
た
り
、
ハ

ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
が
遅
れ
た
り
す
る

な
ど
、
様
々
な
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
5
0
0
悪
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル

を
分
解
す
る
た
め
に
は
、
約
4
時
間
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
能
力

に
は
個
人
差
が
あ
り
、
体
調
に
よ
っ
て
も
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
ア
ル

コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
翌
日
な
ど
に
車
を
運
転
す
る
予
定
が
あ
る

場
合
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
時
間
を
考
慮
し

て
適
度
な
飲
酒
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る
た
め
に
、

「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」「
運
転
す
る

人
に
は
お
酒
を
飲
ま
せ
な
い
」「
お
酒
を
飲
ん
だ

人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」
の
3
つ
を
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
順
守
を

　

警
察
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
2
年
に
夕

暮
れ
時
に
起
こ
っ
た
死
亡
事
故
の
多
く
は
、
歩

行
者
が
道
路
を
横
断
し
て
い
る
と
き
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
道
路
横
断
中
の
死
亡
事
故
は
、
交

差
点
、
単
路
と
も
に
歩
行
者
が
横
断
中
に
左
方

向
か
ら
進
行
し
て
く
る
車
両
と
衝
突
す
る
事
故

ド
ラ
イ
バ
ー
に

見
つ
け
て
も
ら
え
る
工
夫
を

が
多
く
、
特
に
夜
間
に
高
齢
者
が
こ
の
よ
う
な

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
約
8
割
が
「
横
断
歩
道
以
外
」

で
発
生
し
て
い
て
、
横
断
歩
道
以
外
の
横
断
に

お
け
る
歩
行
中
死
者
の
約　

％
が
法
令
違
反
を

70

し
て
い
た
と
い
う
結
果
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
歩
行
者
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て

い
れ
ば
、
防
げ
た
事
故
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
歩
行
者
も
「
横
断
歩
道
を
横
断
す
る
」、

「
進
行
中
や
停
車
中
の
自
動
車
な
ど
車
両
の
直

前
や
直
後
は
横
断
し
な
い
」
な
ど
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
は
、
歩
行
者
自
身
が
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
え
や
す
く
す
る
工
夫
が
大
切
で
す
。
自
分
の

存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
目
立
つ
色
の
服
装
を
す
る

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
歩
行
者
か
ら
自
動
車

は
見
え
て
も
、
反
対
に
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
歩

行
者
が
見
え
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
黒
な
ど
暗
い
色
の
服
装
は
見
え
に
く
い
の

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
、

白
な
ど
明
る
い
色
の
服
を
着
る
な
ど
工
夫
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
反
射
材
を
着
用
す
る

　

反
射
材
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を

早
め
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
射
材

用
品
に
は
、
靴
や
杖
、
カ
ー
ト
に
つ
け
る
シ
ー

ル
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
足
首
・
手
首
の
バ
ン
ド
、

タ
ス
キ
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
た
め
、
自
分

に
あ
っ
た
反
射
材
を
見
つ
け
て
、
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

図
2
の
と
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
る

距
離
は
、
服
装
や
反
射
材
の
有
無
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ

う
。

職
員
出
前
講
座
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
職
員
出
前
講
座
と
し
て
市
内
の
団

体
や
事
業
者
を
対
象
に
「
交
通
安
全
教
室
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
職
員
な
ど
が
各

地
区
の
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、
受
講
者
の
年

齢
や
要
望
に
合
わ
せ
た
講
話
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、
市
総
務
課
（
緯
0
2
8
7−

　

−

1
1
1
7
）
あ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

83

◇

　

交
通
事
故
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
注
意
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
事

故
も
あ
り
ま
す
。

　

悲
し
い
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
と
と
も
に
、
相
手
を
思
い
や
る
心
と

時
間
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

図　　ハイビームとロービームの照射距離の違い  ※政府広報オンラインより引用1
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図　　ドライバーから見える歩行者の服装の違い2

▲
反射材着用
約57m

▲
明るい服装
約38m

▲
黒っぽい服装
約26m

▲
ヘッドライト
下向き

明
る
い
服
装
を
し
て

反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う

一人ひとりが
自分を守る行動を

那須烏山市交通安全協会
会長　大野正夫さん

　交通安全協会では、交通安全週間での街頭指導や
商業施設でのチラシ配布などをとおして、交通安全
の啓発に努めています。
　また、中学　年生に反射タスキを、小学　年生に1 1
交通安全に関する定規や下敷きを贈っているほか、
今後も、交通安全に関する標語や川柳を募集したい
と考えています。子どもの事故を防ぐために、ぜ
ひ、家庭でもお子さんと一緒に交通安全について考
えてもらえればうれしいです。
　交通安全協会の役員とともに様々な取り組みを
行っていますが、ライト　（フォー）運動や横断歩道4
での一時停止の徹底などは、十分に浸透していない
のが現状です。事故のない安心安全なまちづくりの
ためには、市民の皆さんのご協力が必要です。自分
で事故を起こさないために、そして、自分で自分の
命を守るために、ドライバーも歩行者も　人ひとり1
が気をつけて行動していきましょう。

その油断が
事故を引き寄せる

那須烏山警察署交通課
課長　中山康則さん

　本市では、高齢者ドライバーの追突事故と出会い
頭での衝突事故が多く発生しています。これは、前
方不注意や安全確認が不十分であったことが原因で
す。また、「いつも車や人がいないから」という油断
が事故につながるため、交通量が少ない道や通り慣
れている道ほど、注意して運転する必要があります。
　那須烏山警察署では、市交通安全協会と連携し、
毎月　日に市内のスーパーで買い物客にチラシ配布3
などを行い、「子どもや高齢者に優しい　Ｓ運動3
（ＳＥＥ：発見する、ＳＬＯＷ：減速する、ＳＴＯＰ：停止する）」
を呼びかけています。また、市内を散歩している高
齢者に反射タスキを配布するなど、夜間の歩行者事
故を防ぐための取り組みも行っています。
　ドライバーの皆さんは、車が「凶器」になること
を再認識し、油断せず緊張感を持って運転しましょ
う。歩行者の皆さんは、夜間を歩くときには必ず反
射材を身につけましょう。

黒い服 白い服 白い服に反射材（タスキ）着用

※写真はイメージです
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令
和
3
年
第
6
回
市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

日
昇

か
ら　

月
8
日
昌

ま
で
9
日

12

11

30

12

間
の
日
程
で
開
か
れ
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
案
な
ど　

議
案
が
原
案
ど
お

10

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7

－　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

88

さ
い
。

令
和
3
年
度
予
算
は
6
会
計
を
補
正

一
般
会
計
総
額
は
1
1
7
億
7
0
4
2
万
1
千
円
に

第　 回市議会定例会6令
和
3
年
度
の
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
3
億
5
8
2
5
万
円
増
額
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
1
1
7
億
7
0
4
2
万

1
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
は
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
積
立
金
9
3
3
万
9
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。
民
生
費
は
、
障
が
い
者
介

護
給
付
、
訓
練
等
給
付
費
8
8
2
8
万
2
千

円
、
障
が
い
児
支
援
事
業
費
1
9
2
7
万
5

千
円
、
生
活
保
護
扶
助
費
5
0
7
9
万
4
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
、
3
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
体
制
確
保
事
業

費
2
8
9
6
万
7
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
活
用
に
よ
る
農
業
振
興
費
3
5
0

万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
商
工
費
は
、
経
営

状
況
が
悪
化
し
た
市
内
の
事
業
者
に
対
す
る

支
援
金
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

商
工
業
支
援
事
業
費
2
9
1
0
万
円
、
愛
宕

台
緑
地
公
園
お
よ
び
花
立
峠
憩
い
の
森
公
園

に
お
け
る
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
た
め
の
公
園

等
観
光
施
設
整
備
費
8
9
0
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。
土
木
費
は
、
除
雪
対
策
や
道
路
路

面
の
補
修
、
支
障
木
の
伐
採
の
た
め
の
道
路

維
持
管
理
費
1
1
7
4
万
4
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。
消
防
費
は
、
上
川
井
消
防
車
庫
の

移
転
改
築
の
た
め
消
防
施
設
整
備
費
1
2
7

6
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
教
育
費
は
、
施

設
設
備
の
修
繕
費
や
牛
乳
保
冷
庫
の
更
新
な

ど
各
学
校
運
営
費
6
0
1
万
8
千
円
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
5
5
5
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
は
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
災
害
の
復
旧
の
た
め
の
継
続

費
を
追
加
し
、
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
1
8
7
2
万
6
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
扶
助

費
や
生
活
保
護
扶
助
費
に
対
す
る
負
担
金
1

億
1
8
7
6
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
4
0
6

8
万
4
千
円
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
費
補
助
金
1
4
2
1
万
7
千
円
、
災
害
復

旧
の
た
め
の
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
補
助
金
1
8
2
8
万
9
千
円
な
ど
を
増

額
し
ま
し
た
。

〇
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
「
診
療
施
設
勘

定
」
の
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ　

万
8
千

23

円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
5
4
3

6
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
人
件
費
お
よ
び
往
診
な
ど

の
公
用
車
使
用
回
数
の
増
加
に
伴
う
燃
料

費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
の
医
療
用
消
耗
品
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

熊
田
診
療
所
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
1
5
0
万
2
千
円
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
4
9
0
2
万
9
千
円
と
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
熊
田
診
療
所
に
設
置
し

て
い
る
自
動
分
割
分
包
機
が
故
障
し
た
た

め
、
同
機
器
の
購
入
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
の
医
療

用
消
耗
品
お
よ
び
備
品
の
購
入
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
そ

れ
ぞ
れ
7
5
2
万
2
千
円
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を　

億
9
8
4
8
万
2
千
円
と

28

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
保
険
給
付
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
・

歳
出
を
、
そ
れ
ぞ
れ
1
3
8
万
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
6
4
4
8
万
円
と
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

〇
企
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
支
出
を
9
4
5

万
6
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

5
億
1
4
8
2
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
給
水
管
漏
水
に
よ
る
修
繕
費
お
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　地域住民の様々な意見を市政に反映させる市
民参加の場として、自治会などが主催する「市
政懇談会」が開催されています。
　11月26日晶には、境地区自治会の市政懇談会
が境公民館を会場に開かれ、各自治会長のほ
か、川俣純子市長、田代和義教育長および市役
所各関係職員が参加しました。
　懇談会では、道路整備の要望や提案など事前
に提出された16項目の意見に対し、川俣市長が
市の考え方や今後の取り組みなどを説明しまし
た。

境地区市政懇談会

懇談会の様懇談会の様子子

よ
び
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
は　

万
9
千
円
増
額

13

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
4
億
9
7
9
7

万
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
工
具
購
入
の

た
め
の
備
品
購
入
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

5
年
3
月　

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
か
ら
、

31

「
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地

域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
」

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
公
布
さ
れ
、
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を　

万
8
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

40

か
ら
、「
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
子
ど

・
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第

　

条
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の

26一
部
改
正
に
伴
い
、
対
象
施
設
の
課
税
免
除

に
係
る
基
本
計
画
の
同
意
日
の
期
限
を
令
和

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
が
官
報
正
誤
に
よ
り
訂
正

さ
れ
た
た
め
、「
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。栃

木
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
栃
木
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
川
俣
純
子
市
長
が
議
員
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

議
決
事
項

　
「
市
立
南
那
須
図
書
館
」と「
市
立
烏
山
図

書
館
」の
指
定
管
理
者
を
令
和
4
年
4
月
1

日
か
ら
令
和
9
年
3
月　

日
ま
で
、㈱
図
書
館

31

流
通
セ
ン
タ
ー
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他

　

市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
「
興
野

馬
場
下
川
原
線
舗
装
打
ち
換
え
に
つ
い
て
」

の
請
願
書
を
採
択
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
関
す
る
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

書
」
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

第
8
回
教
育
委
員
会
（
7
月　

日
晶
）

30

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
令
和
4
年
度
使
用
中
学
校
用
並
び
に
小
中

学
校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
用
図
書
の
採
択

を
決
定

第
9
回
教
育
委
員
会
（
8
月　

日
晶
）

20

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
令
和
3
年
度
市
一
般
会
計
（
教
育
費
関
係
）
補

正
予
算
（
第
4
号
）
を
決
定

○
境
小
学
校
小
規
模
特
認
校
の
指
定
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
7
月　

日
松

～　

日
掌

い
ち
ご
一
会
と
ち

10

11

ぎ
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会・
7
月
6
日
昇

～　

日
捷

す
こ
や
か
表
彰
（
各

19

小
学
校
）

・
8
月
8
日
掌

第　

回
国
民
体
育
大
会
ア
ー

76

チ
ェ
リ
ー
競
技
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

・
8
月　

日
昭

、　

日
捷

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

12

16

防
止
等
措
置
に
係
る
住
民
へ
の
呼
び
か
け
活

動

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

3
年
度
「
第
2
四
半
期
」
7
月
～
9
月
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月
5
日
掌

、
大
桶
運
動
公
園
で
「
第　

回
那
須
烏

12

17

山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
か
れ
、
1
6
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

2
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
同
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
を
対
象
に
実
施
。
コ
ー
ス
は
、

公
園
内
を
周
回
す
る
も
の
で
、
1
周
コ
ー
ス
（
約　

灼
）、

1.7

2
周
コ
ー
ス
（
約
3
灼
）、
3
周
コ
ー
ス
（
約　

灼
）
の　

ク

4.3

10

ラ
ス
別
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
参
加
者
は
、
家
族
や
仲
間
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

■
1
周
コ
ー
ス
（　

灼
）

1.7

【
小
学
4
・
5
・
6
年
男
子
】

①
和
久
葵
波
（
下
川
井
）
②
増
渕
仁
希
人
（
八
ケ
代
）
③
黒
木
遊
（
南

1
丁
目
）

【
小
学
4
・
5
・
6
年
女
子
】

①
荒
井
香
音
（
南
大
和
久
）
②
小
野
寺
あ
さ
み
（
熊
田
）

【
親
子
（
幼
児
～
小
学
2
年
）】

①
村
瀬
雅
人
・
智
哉
（
高
根
沢
町
）
②
樋
山
光
・
朝
陽
（
宮
原
）

③
平
野
純
・
誠
稀
（
南
1
丁
目
）

【
親
子
小
学
3
・
4
年
】

①
川
俣
陽
介
・
航
輝
（
野
上
）
②
金
枝
芳
明
・
道
大
（
上
川
井
）　

③
中
山
陽
樹
・
陸
（
八
ケ
代
）

■
2
周
コ
ー
ス
（
3
灼
）

【
中
学
生
男
子
】

①
稲
澤
海
（
上
川
井
）
②
手
塚
貴
心
（
旭
1
丁
目
）
③
川
俣
翔
空
（
野
上
）

【
中
学
生
女
子
】

①
福
田
姫
愛
（
小
塙
）

【
一
般
男
女
高
校
生
以
上
】

①
猪
野
卓
也
（
福
岡
）
②
柳
田
尚
皓
（
福
岡
）
③
小
口
大
輔
（
志
鳥
）

■
3
周
コ
ー
ス
（　

灼
）

4.3

【
一
般
男
子
高
校
生
～　

歳
】

59

①
各
和
芳
幸
（
上
境
）
②
小
堀
佑
真
（
大
里
）
③
高
木
洋
一
（
志
鳥
）

【
一
般
女
子
高
校
生
～　

歳
】

59

①
川
俣
日
奈
子
（
野
上
）
②
高
野
彩
子
（
滝
）
③
金
澤
里
咲
（
神
長
）

【
一
般
男
女　

歳
以
上
】

60

①
大
木
己
芳
（
野
上
）
②
高
庄
太
平
（
市
貝
町
）
③
平
山
勝
男
（
野
上
）

160人のランナーが駆け抜ける

第17回那須烏山マラソン大会

①親子マラソンがスタート、②手を強く
握ってゴールを目指す親子、③笑顔で
ゴール、④公園の外周を走るランナー、
⑤表彰式で木下委員長から賞状を受け取
る入賞者、⑥デッドヒートを繰り広げる
中学生

①̝ 

②̝ 

③̝ ⑤̝ 

⑥̝ 

④̝ 

部
門
別
上
位
入
賞
者

※
敬
称
略
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保
護
司
を
務
め
て
い
る
佐
竹
信
哉

さ
ん
（
神
長
）
に
、
法
務
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
竹
さ
ん
は
平
成　

年
か
ら
保
護

14

司
を
務
め
、
更
生
保
護
事
業
の
発
展

に
尽
力
。
こ
れ
ま
で
、
南
那
須
保
護

区
保
護
司
会
会
長
や
同
保
護
区
那
須

烏
山
分
区
長
を
務
め
る
な
ど
、
永
き

に
わ
た
り
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
表
彰
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

各
分
野
で
市
民
が
活
躍

保
護
司
の
佐
竹
さ
ん
に
法
務
大
臣
表
彰

　
　

月　

日
晶

に
宇
都
宮
市
内
で
行

11

12

わ
れ
た
栃
木
県
更
生
保
護
事
業
関
係

者
顕
彰
式
で
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た

佐
竹
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
長
年
続

け
て
こ
ら
れ
た
。
地
域
全
体
で
犯
罪

予
防
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
良

い
地
域
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
継
続
し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

力
添
え
が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　12月3日晶、市と那須烏山警察署、那須烏
山消防署、市消防団、市自治会連合会では、
市内を夜間巡視する「防犯・防火診断」を行
い、市民に防犯と防火を呼び掛けました。
　年末年始に多発する犯罪や火災を防ぐた
め、当日は、関係者など約60人が10班に分
かれて金融機関や住宅地の夜回りを実施。
防犯対策の取り組み状況のほか、屋外に燃
えやすい物がないかなどを確認しました。

　

藤
田
自
治
会
長
を
務
め
る
中
山
粂

男
さ
ん
が
、
全
国
自
治
会
連
合
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
き
に
わ
た
り
自
治
会

長
を
務
め
、
住
民
自
治
組
織
の
発
展

向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
人
に
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
初
め
て
の

受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。　

月　

日

12

13

捷

に
は
、
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
川
俣
純
子
市
長
が
表

彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
か
ら
現
在
ま
で　

年
間

16

17

に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務
め
て
い
る

中
山
会
長
。
平
成　

年
か
ら
は
、
市

30

の
自
治
会
連
合
会
長
の
ほ
か
、
栃
木

県
自
治
会
連
合
会
常
務
理
事
も
務
め

る
な
ど
、
地
域
全
体
の
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
中
山
会
長
は
、「
私

一
人
の
力
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
受
賞
で
き
た
。
行
政
と

地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
自
治
会
長
と

し
て
の
大
切
な
役
割
だ
と
実
感
し
て

い
る
。
今
後
は
、
若
手
の
台
頭
を
望

ん
で
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
が
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

市
酪
農
組
合
が

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
バ
タ
ー
を
寄
附

　

市
酪
農
組
合
（
平
野
恒
夫
組
合
長
）
が
、

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
4
5
0
g
の

バ
タ
ー　

本
を
寄
附
し
ま
し
た
。

72

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
消
費
量
が
減
っ
て
い
る

バ
タ
ー
な
ど
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
目

的
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
。
寄
附
さ
れ
た

バ
タ
ー
の
量
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
使
用

さ
れ
る
バ
タ
ー
の
お
よ
そ
1
年
分
に
相

当
し
ま
す
。

　

平
野
組
合
長
は
、「
バ
タ
ー
を
使
っ

た
献
立
を
増
や
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
給
食
で
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

も
乳
製
品
を
食
べ
て
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 平野組合長（左）と田代教育長（右）

防犯・防火診断

金融機関で夜間金庫の点検をする関係金融機関で夜間金庫の点検をする関係者者
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月
4
日
松

、
2
0
2
1　
 
S
A
K

12

Mr

E
グ
ラ
ン
プ
リ
の
富
沢
武
士
さ
ん
が
川

俣
純
子
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

富
沢
さ
ん
は
、
日
本
酒
と
日
本
文
化

の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
て
、
こ
の
日
は
、
市
観
光

協
会
が
栃
木
県
の
三
密
回
避
旅
行
商
品

造
成
促
進
事
業
を
活
用
し
て
行
う
「
専

用
車
で
三
密
回
避
！
那
須
烏
山
日
本
酒

満
喫
ツ
ア
ー
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
撮

影
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
阪
歯
科
大
学
歯
学
部
5
年

の
富
沢
さ
ん
。
川
俣
市
長
が
歯
科
医
師

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
市
に
親
し
み

を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

動
画
撮
影
の
前
に
市
長
室
を
訪
れ
た

富
沢
さ
ん
は
、「
那
須
烏
山
市
は
、
山
あ

げ
祭
を
は
じ
め
龍
門
の
滝
や
ど
う
く
つ

酒
蔵
な
ど
観
光
地
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
ま
ち
で
、
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
魅
力
を
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

各
支
部
の
委
員
が
意
見
交
換

本
市
で
行
政
相
談
委
員
研
修
会
を
実
施

　
　

月　

日
捷

、
行
政
相
談
委
員
塩

11

22

谷
・
南
那
須
支
部
に
よ
る
研
修
会
が
市

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
令
和
元
年
台
風
に
よ

り
被
災
し
た
向
田
地
区
の
自
治
会
対
応

に
つ
い
て
向
田
南
自
治
会
長
の
滝
原
氏

か
ら
講
演
が
あ
っ
た
ほ
か
、
支
部
内
の

行
政
相
談
委
員　

名
に
よ
る
情
報
交
換

10

が
烏
山
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
日
常

生
活
で
起
こ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
幅
広
く
耳
を
傾
け
、
解
決
に
向
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
む
相
談
窓
口

で
す
。
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い

る
皆
さ
ん
、
ま
ず
は
相
談
窓
口
で
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
・
場
所
】

「
心
配
ご
と
相
談
」（
午
前
9
時
～
正
午
）

・
毎
月
第
1
水
曜
日
：
社
会
福
祉
協
議

会
烏
山
支
所

・
毎
月
第
3
水
曜
日
：
南
那
須
公
民
館

「
行
政
相
談
」（
午
前
9
時
～
正
午
）

・
毎
月
第
4
水
曜
日
：
市
役
所
烏
山
庁

舎■
問
合　

総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル

ー
プ
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

昨
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
。

併
設
す
る
「
龍
門
カ
フ
ェ
」
で
は
、

新
メ
ニ
ュ
ー
が
続
々
と
販
売
さ
れ
る

な
ど
、
市
内
外
に
そ
の
魅
力
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
も
ん
み
や
」
で
M
V
P
を
獲
得
！

　

龍
門
カ
フ
ェ
が
タ
ウ
ン
情
報
誌

「
も
ん
み
や　

月
号
栃
木
ベ
ス
ト
グ

12

ル
メ
2
0
2
1
」
で
M
V
P
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

龍
門
カ
フ
ェ
は
、「
も
ん
み
や
6

月
号
栃
木
N
E
W
S
な
ラ
ン
チ
特

集
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
読
者
の
反

響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回

M
V
P
を
受
賞
し
ま
し
た
。

S
A
K
E
グ
ラ
ン
プ
リ
富
沢
さ
ん
が

Mr川
俣
市
長
を
表
敬
訪
問

研修会の様子

「
烏
山
学
」
を
ヒ
ン
ト
に

そ
ば
ベ
ー
グ
ル
を
商
品
化

　

龍
門
カ
フ
ェ
で
、　

月　

日
松

、

12

11

　

日
掌

に
「
そ
ば
ベ
ー
グ
ル
」
が
限

12定
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
烏
山
高
校
と
市
が
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
地
域
学
習
「
烏
山

学
」
で
、
新
た
な
烏
山
グ
ル
メ
を

テ
ー
マ
に
3
年
生
の
グ
ル
ー
プ
が
考

案
し
た
「
ソ
バ
ー
ガ
ー
」
を
ヒ
ン
ト

に
、
高
校
生
と
市
観
光
協
会
が
共
同

開
発
し
た
も
の
。
ベ
ー
グ
ル
生
地
に

は
、
市
特
産
の
そ
ば
粉
が
練
り
込
ま

れ
て
い
て
、
そ
ば
の
香
り
を
楽
し
め

る
よ
う
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
昭

に
は
、
高
校
生
6
人

11

25

と
龍
門
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
が
試
作

会
を
開
催
。
味
や
食
感
な
ど
意
見
を

出
し
合
い
、「
烏
山
学
」
と
し
て
初
め

て
の
商
品
化
に
至
り
ま
し
た
。

　

各
日　

個
限
定
で
の
販
売
と
な
っ

25

た
「
そ
ば
ベ
ー
グ
ル
」
は
、
観
光
客

な
ど
訪
れ
た
人
か
ら
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

◇

　

新
し
い
話
題
や
グ
ル
メ
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
龍
門
カ
フ
ェ
に
、
今
後
も

注
目
で
す
！

ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

龍
門
カ
フ
ェ
の
旬
な
話
題
を
お
届
け

富
沢
さ
ん（
左
）と
川
俣
市
長（
右
）

限定販売されたそばベーグ限定販売されたそばベーグルル
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上
野
セ
ツ
さ
ん
（
野
上
）
が
、　

月
11

　

日
松

に
満
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を

27迎
え
、
川
俣
純
子
市
長
が
訪
問
し
て

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

上
野
セ
ツ
さ
ん

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

上
野
さ
ん
は
現
在
、
ご
家
族
と
一
緒

に
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
裁
縫
が

得
意
で
、
よ
く
着
物
や
半
て
ん
な
ど
を

縫
っ
て
い
た
そ
う
。
現
在
の
楽
し
み

は
、
週
3
回
ほ
ど
通
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
、
ご
家
族
と
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

甘
い
も
の
が
大
好
き
で
、
和
菓
子
な

ど
を
よ
く
食
べ
て
い
る
上
野
さ
ん
。
長

寿
の
秘
訣
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
な
ん

で
も
食
べ
る
こ
と
！
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
晶

、「
屋
敷
町
ふ
れ
あ
い

11

19

の
里
」
の
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ　

人
が

16

龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
周
辺
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
普
段
使
用
し
て
い
る
施
設

を
清
掃
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ

い
の
里
の
活
動
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
。
民
芸
館
前
の
ほ
か
、
駐
車
場

や
道
路
沿
い
な
ど
を
清
掃
し
、
約
1
時

間
の
活
動
で　

袋
ほ
ど
の
ご
み
と
落
ち

10

葉
が
集
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

清
掃
活
動
を
と
お
し
て
、
利
用
者
と

ス
タ
ッ
フ
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題
が
つ
ま
っ
た
1
枚

石
川
さ
ん
の
広
報
紙
が
1
0
0
号
目
迎
え
る

　

石
川
義
郎
さ
ん
（
興
野
）
が
有
志
で
発

行
し
て
い
る
広
報
紙
「
興
野
の
郷
」
が

令
和
3
年　

月
号
で
1
0
0
号
目
を
迎

12

え
ま
し
た
。

　

毎
月　

日
に
発
行
し
て
い
る
と
い
う

10

広
報
紙
は
、
興
野
地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
も
の
で
、
A
4
サ
イ
ズ
の
紙
面

に
は
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
俳
句
や
短

歌
、
絵
手
紙
と
い
っ
た
住
民
の
作
品
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
9
月
か
ら
こ
の
活
動
を
始

25

め
た
石
川
さ
ん
。
き
っ
か
け
は
、
8
年

ほ
ど
務
め
た
自
治
会
役
員
と
し
て
の
経

験
か
ら
、
住
民
が
発
表
で
き
る
場
を
つ

く
る
と
と
も
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

石
川
さ
ん
は
、「
毎
月
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
地
域
の
人
の
声
が
励
み

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
続

け
た
い
」
と
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見

せ
ま
し
た
。

　

広
報
紙
「
興
野
の
郷
」
は
、
興
野
自

治
会
内
で
回
覧
し
て
い
る
ほ
か
、
石
川

さ
ん
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

100号目の「興野の郷」を手にする石川さん

屋
敷
町
ふ
れ
あ
い
の
里

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動

特
産
品
を
市
外
の
学
生
へ

学
生
応
援
ふ
る
さ
と
便

清
掃
活
動
を
行
う
参
加
者
ら

学生応援ふるさと便（イメージ）

ふ
る
さ
と
便
申
込
書
」（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
1
月

　

日
捷

ま
で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

31左
記
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
特
産
品
の
内
容
は
、
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合　

総
合
政
策
課
秘
書
政
策
グ
ル

ー
プ

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

〒
3
2
1－

0
6
9
2

中
央
1
丁
目
1
番
1
号

E
メ
ー
ル
：sohgohseisaku@

cit
y.nasukarasuyam

a.lg.jp

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
帰
省
や
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
が
で
き
ず
苦
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
本
市
出
身
の
学
生
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
U
タ
ー
ン
に
よ
る
地

元
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
米
や
加
工
品

な
ど
食
料
品
を
中
心
と
し
た
市
の
特
産

品
（
5
0
0
0
円
相
当
）を
無
料
で
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
那
須
烏
山
市
出
身
の
大
学

生
や
短
大
生
、
専
門
・
専
修
学
校
生
で

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、「
学
生
応
援
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資源ごみ分別ガイド資源ごみ分別ガイド

　市では、資源循環型社会の構築を目指し、廃棄物の「発生抑制・分別徹底による　Rの推進」に取り組んでいます。3
今回は「燃やさないごみ」の出し方について解説します。市で排出されている燃やさないごみには、プラスチック
製品やゴム製品などの燃やすごみ、ビンや缶などの資源物が数多く混入しています。これらが混入すると、ごみの
重量が増えるだけでなく、資源化率の低下や保健衛生センターにおける作業員の負担増加にもつながります。
　出せるごみの種類をきちんと把握し、分別の適正化にご協力をお願いします。

第8回【燃やさないごみ】

・プラスチック製品　・ゴム製品　・ビニール製品燃やすごみ
・ビン類（割れたビンも、ビンの日に一緒に出してください）
・アルミ缶、スチール缶（サビや腐食がひどいものは燃やさないごみ）
・カセット式ガス缶（それ以外のスプレー缶は燃やさないごみ）

資源物

・電池　・蛍光管　・体温計（水銀式）有害ごみ
・コンテナからはみ出してしまう大きさのもの粗大ごみ
・パソコン　・モニター（保健衛生センターに持ち込んでも回収できません）小型家電回収
・石　・コンクリート　・瓦　・タイル　・レンガ　・トタン　・建築廃材
・ドラム缶　・消火器　・自動車部品　・ジャッキ　・バッテリー　・モーター

回収不可
（販売店などに相談）

〔注意事項〕
・金属とプラスチックなど、異なる素材からできているものは、分解してそれぞれ分けて出してください。
・スプレー缶は、中身を空にした状態で大きめの穴を空けて出してください。
・ライターは、中身のガスを完全に使い切り、空の状態で出してください。
・針や刃物、割れたガラス製品など、ごみ収集作業員がケガをする危険性があるものは、
厚紙などに包み、マジックペンなどで表面に「キケン」と記載して出してください。
・電子レンジは処分方法が特殊なため、大きさに関わらず、粗大ごみで出してください。
・鉄アレイ、ダンベル、バーベルなどは、破砕機の刃が破損してしまうため、粗大ごみで
　出してください。
・小型家電は、市役所烏山庁舎、市役所南那須庁舎、烏山公民館、保健福祉センターにあ
る回収ボックスに持ち込み、処分することもできます。

【お知らせ】
今回（全　回）で、8

「資源ごみ分別ガ
イド」は終了とな
ります。今後も、
ごみの減量や資源
化、分別にご協力
をお願いします。

【燃やさないごみとして出せないもの】

【燃やさないごみとして出せるもの】
・金属製品　・ガラス製品　・陶磁器　・ライター、スプレー缶　・電球（ＬＥＤ含む）　・小型家電

燃やさないごみの中に混入していたもの

手選別前

手選別後

燃やすごみ 資源物（ビン、缶など） その他（バッテリー類）

※ステーションに出された「燃やさないごみ」
には、本来分別するべきごみが多く混入して
おり、保健衛生センターの職員が手選別で可
燃物と不燃物、資源物などの種類ごとに分別
しています。
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支
援
事
業
は
、
市
内
の
学
校
に
お

い
て
理
科
や
総
合
の
時
間
の
校
外
学

習
、
遠
足
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
層
、
化
石
の
解
説
だ
け
で
な

く
、
そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
民
話
や

伝
承
に
つ
い
て
も
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆

さ
ん
に
説
明
い
た
だ
き
、
大
地
と
歴

史
・
文
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

那
須
烏
山
地
域
で
は
地
質
の
学
習

に
活
用
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
あ

～
活
動
紹
介
～

野
外
観
察
ガ
イ
ド
派
遣
等
支
援
事
業

←野外でシモツ
ケコウホネの観
察学習

　
　

月
に
入
り
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

12

　

園
児
た
ち
は
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
劇
や
ダ
ン
ス
、

楽
器
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
い
く
つ
か
の
園
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
で
発
表
会

園
児
が
劇
や
ダ
ン
ス
を
披
露

すくすく保育すくすく保育園園

烏山保育烏山保育園園

すくすく保育すくすく保育園園

烏山保育烏山保育園園

にこにこ保育にこにこ保育園園

にこにこ保育にこにこ保育園園 烏山聖マリア幼稚烏山聖マリア幼稚園園 烏山聖マリア幼稚烏山聖マリア幼稚園園

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
で
は
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
学
校
の
野
外
活
動

の
支
援
や
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

学
校
で
の
学
習
の
ほ
か
に
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
が
可
能
な
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
講
座
も
行
っ
て

い
ま
す
。
講
座
と
い
っ
て
も
座
学
だ

け
で
な
く
、
外
で
活
動
す
る
よ
う
な

体
験
型
の
内
容
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
様
々
な
内
容
の
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
、
一
度
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
教
室

る
こ
と
か
ら
、
学
習
に
お
け
る
観
察

地
は
学
校
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

解石神社で地元
に伝わる民話に
ついての学習→

←化石・地層の
観察スポット巡り
（R　年度）3

河原の石を種類
ごとに分類する
観察会
（R　年度）→2



※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
２
０
２
２
年
、
寅

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
お
正
月

を
過
ご
し
た
で
し
ょ
う
か
。
お

せ
ち
料
理
や
お
餅
は
食
べ
ま
し
た
か
？

　

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
の
は
、

原
稿
締
切
の
関
係
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ 

こ
れ
か
ら
私
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
と
、
美
味
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
待
ち

構
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
な
反

面
、
お
正
月
明
け
、
乗
っ
た
体
重
計
の
数

値
に
絶
望
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
広
報
１
月
号
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
き
っ
と
、
増
え
た
体
重
が
元
に

戻
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
…
（
頑
張
れ

未
来
の
自
分
）

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
、
同
じ
課

の
Ｇ
く
ん
が
「
Ｍ
さ
ん
（
私
）
の
身
長
っ

て
、　

歳
代
女
性
の
平
均
で
す
よ
！
」
と
元

７０

気
い
っ
ぱ
い
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
複
雑

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

身
長
を
キ
ー
プ
で
き
れ
ば
、　

歳
に
は
憧

７０

れ
の
平
均
身
長
に
な
れ
る
の
で
は　

と
、

!?

希
望
を
持
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
善
は
急

げ
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
目
標
は
、「
カ

ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
摂
る
」
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
取
材
に
行
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　
!!

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

木　

島　
 
椛 　
 
凪 （
良
信
・
彩
香
）旭
2
丁
目

こ
こ 

な

天　

貝　
 
想 　
 
空 （
一
騎
・奈
緒
美
）南
大
和
久

そ 

ら

　
　
　
　
 
凪 なぎ

平　

野　
 
愛 　
 
心 （
竜
也
・
裕
梨
）野　
　

上

あ 

こ

川　

俣　
 
慶 　
 
斗 （
佑
太
・香
寿
美
）旭
1
丁
目

け
い 

と

菊　

池　
 
茉 　
 
奈 （
佳
汰
・沙
也
香
）小　
　

倉

ま 

な

堀　

江　
 
律 　
 
来 （ 
享 
・
未
来
）神　
　

長

り 

く

村　

上　
 
立 　
 
樹 （
伸
次
・悠
可
利
）小　
　

倉

り
つ 

き

小　

森　
 
胡 　
 
実 （
貴
之
・真
由
美
）旭
1
丁
目

く
る 

み

柿　

岡　
 
希 　
 
幸 （
拓
杜
・
由
衣
）田
野
倉

き 

さ

川　

瀬　
 
涼  
太  
郎 （
勇
輝
・
の
あ
）南
大
和
久

り
ょ
う 
た 
ろ
う

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

榎
本
裕
（
東
京
都
大
田
区
）、
小
林
昌
彦
様
（
東
京

都
世
田
谷
区
）、
岡
本
順
孝
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
）、
東
山
茂
明
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）、
磯
三

男
様
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
か
ら
各
1
万
円
、

平
野
紀
一
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）、
遠
藤
尚
紀

様
（
茨
城
県
土
浦
市
）
か
ら
各
5
千
円
、
匿
名
希

望
者
様　

人
か
ら
合
計
1
2
3
万
9
千
円

65

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

山
田
剛
久
様（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）か
ら
4
万

円
、
竹
之
内
利
彰
様
（
埼
玉
県
戸
田
市
）
か
ら
2

万
5
千
円
、
小
越
美
智
子
様
（
東
京
都
品
川
区
）、

●
第　

回
栃
木
県
交
通
・
生
活
安
全
安
心
県

13

民
大
会

▽
交
通
安
全
対
策
功
労
団
体
表
彰
：
烏
山

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
交
通
安
全
対
策
功
労
者
表
彰
：
佐
藤
一
信

●
「
と
ち
ぎ
教
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ウオーキングの部
住民人口あたりの

参加率
参加住民全員の
累計歩数

参加者　人あたりの1
平均歩数部門

0.59%13,631,363歩186,731歩実績
37位127位185位順位

全国参加自治体対抗戦ランキング【那須烏山市】
ランニングの部

住民人口
あたりの
参加率

参加住民
全員の
累計距離

参加者　人あたりの平均距離1
部門 人口　万人以上～2

　万人未満クラス5全国

　.08%04,015km236.　km2236.2km実績
100位174位　位1　位2順位

ランニングの部で本市が　位に1

那須烏山市内　走行距離ランキング
ウォーキングの部ランの部順位 ニックネーム10月の歩数（歩）ニックネーム10月走行距離（㎞）

ヨッシー51,026,841KTテープ柳田1,021.731
ミスターシュガー425,988はんこ～ず832.362
BEAR55419,671なこ623.173
ウガンダ408,106イノ　タク525.134
みちゃえ390,348ぴぽきち316.775
ゆーたろー375,231こまった180.106
Kuroneko371,058コマツ164.747
単独行動母361,108非公開99.338
ゆーりんきんぐ361,082yasu44.969
マジくさい342,127ちこ44.5510



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
https://lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

2021.12.1現在
（　）対前月比

※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,102 女
死亡
転出

12,208

人口 24,310（－39）

世帯数 9,134

39
60

11
49

広報なすからすやま ２０２2.115

★一般図書★
『50代からは　年単位で生きなさい』3

諸富　祥彦
『実家の不動産相続のヒケツ』

山本　健司
『婚活戦略』　　　　　　高橋　勅徳
『80歳、何かあきらめ、何もあきらめない』

萩本　欽一
『Ｉ　ＬＯＶＥシャンシャン！』

高氏　貴博
『自分たちでつくろうＮＰＯ法人！』

名越　修一
『ロミオとジュリエットと三人の魔女』

門井　慶喜
『新しい星』　　　　　　彩瀬　まる
『名門校の真実（リアル）』
　　　　　　　　　　田中　幾太郎
『おいしい煮込み』　　　上田　淳子

『まるありがとう』　　　養老　孟司
『答えは風のなか』　　　　重松　清

★児童図書★
『はじめての日本のれきしえほん』

溝口　イタル
『最驚！世界のサメ大図鑑』

中野　富美子
『へぇー！ほんとに？おなら事典』

M．D．ウェイレン
『漢字が好きになる！！』笹原　宏之
『サイレンカーずかん』　小賀野　実
『たぬき』　　　　　　いせ　ひでこ
『カメレオンたんてい・ドロン』

苅田　澄子
『こおりのむこうに』かじり　みな子
『チコちゃんと学ぶチコっと論語』
　　　　　　　　　　　山口　謠司
『おててがぱっ！』　　　豆塚　さよ
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募集
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日
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に
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合
政
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課
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「QRコード」は㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

発行日など掲載料規　　格位　置広告種類

・毎月10日に発行
・行政区長文書配布、スーパー、コ
ンビニエンスストアなどに配置

5,000円
/1回

　色刷2
縦4.7cm×横8.4cm

表紙・最終頁
を除く下面広報

なすからすやま 10,000円
/1回

カラー刷
縦4.7cm×横8.4cm最終頁の下面

・毎月1・15日に発行
・新聞折込、スーパー、コンビニエ
ンスストアなどに配置

5,000円
/1回

白黒刷
縦4.5cm×横10.0cm

表紙・最終頁
の下面広報お知らせ版

実績
　年度接続件数：　464,761件2
ページ閲覧件数：1,484,336件

5,000円
/1か月

縦50ピクセル×横150ピクセル
容量：4KB以内
画像形式：GIF・JPEG・PNG

トップページ
の下面

市ホームページ
バナー広告

有
料
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、「
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
」・「
広
報

お
知
ら
せ
版
」・「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
有
料

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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広告媒体および広告掲載料



なすから特派員通信〔なすから帝京特派員〕

　なすから特派員の皆さんは、那須烏山市での暮らしぶりをはじめ、自然、グルメ、遊べるスポットなど、なすから
の魅力あふれる情報をそれぞれのインスタグラムで発信しています。
　今回はなすから帝京（＠nasukara.teikyo）さんの投稿を紹介します。帝京大学宇都宮キャンパスにある地域経済学
科の学生の皆さんが、那須烏山市でSNSを活用した地域の魅力発信について調査研究を行ってい
ます。烏山という地名の由来となっている烏は、那須烏山市の象徴的な存在です。地名の由来に
ついては、市公式観光YouTube（なすからチャンネル）内の「那須烏山民話アニメ：烏山の名の
おこり」で見ることができます。
　今回紹介したもののほか、インスタグラムで那須烏山市の暮らし「なすからいふ」を発信中！
なすから特派員の皆さんの投稿は、ハッシュタグ「＃なすから特派員」で検索してご覧ください。

那須烏山市の市の鳥として登録されてい
るカラスです　
市のマスコットキャラ、ここなす姫・か
らすまる・やまどんのモチーフにもなっ
ています　
カラスは身近な存在ですが、生態や言い
伝えなど知らないことが多くあるのでは
ないでしょうか！？
山あげ会館ではカラス展も行われている
ので、ぜひ足を運んでみてください　

＃那須烏山市　＃なすから　＃カラス
＃なすから特派員　＃帝京大学
＃五感で楽しむ那須烏山　＃栃木県

nasukara.teikyo
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16広報なすからすやま ２０22.1

有
料
広
告

　市では、観光名所「龍門の滝」の地形や地質をイメージしたスイー
ツ「ご 地  層 ショコラ」を開発しました。

ち そう

　これは、大地の成り立ちを学び学校教育や観光資源などの地域振興
に活用し、市民の郷土愛醸成を図ることを目的とする那須烏山ジオ
パーク構想の取り組みの一環として、市観光協会や市内菓子店、ボラ
ンティア団体と連携し、開発したものです。現在、龍門ふるさと民芸
館と山あげ会館で販売中ですので、ぜひ、手に取ってみてください。

「龍門の滝」がスイーツになりました！

上：龍門ふるさと民芸館内に並ぶ「ご地層ショコラ」
下：龍門の滝をバックに


